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例

1.本書は平成 8年度実施の特定環境保全公共下水道事業終末処理場 (いずみの里公苑)及び駐車場建設、
平成■年度実施の放流渠管渠敷設に伴う寺所遺跡第 2次発掘調査報告書である。

2.寺所遺跡は山梨県北巨摩郡大泉村西井出字堂敷314-1外 に所在する。調査面積は7,585m2を測る。
3.本調査は大泉村長 山田 進から大泉村教育委員会教育長 藤森勇夫が受託して実施したものである。
4.本報告書の執筆は第 3章の平安時代の遺物についての記載及び第 4章 1、 2を渡邊が、それ以外を伊藤
が執筆し、伊藤が編集した。

5。 今回の報告には掲載していないが平成 6年度実施の地中レーダー探査業務を的テラ・インフォメーショ

ン・エンジエアリングに委託した。

6.公共系の基準点測量を衛サンクス・エンジエアリングに、景観写真撮影を佛フジテクノに委託した。
7.発掘調査及び報告書作成に当たっては次の諸氏、諸機関にご助言、ご指導を賜った。記して謝意を表し
たい。

小野正文 小松隆史 鳥羽英継 中山誠二 新津 健 樋口誠司 平出一治 平野 修 森原明廣
入巻典志夫 山下孝司 (敬称略 五十吉順 )
山梨県教育庁学術文化財課 山梨県埋蔵文化財センター

8。 本報告書使用地図は国土地理院発行1/50,000入 ヶ岳、韮崎をトレースしたもの、1/25,000谷戸、大泉村

役場発行1/5,000地図である。

9。 本調査の出土品、諸記録は全て大泉村歴史民俗資料館に保管している。

例

・遺構の名称については調査時のものを使用して記述しているが、住居跡内のピット番号は整理時に振り直

している。

・遺構、遺物の縮尺は以下の通りである。

住居跡-1/60、 カマ ド。その他の施設詳細図-1/30、 土坑-1/40、

遺物実測図のうち古銭-1/2、 その他の遺物実測図-1/3。

上記以外の図面についてはその都度縮尺を標記しておいた。

・遺構断面図中の基準線脇の数字は標高を表し、特に指示のないものは同一図版中では同一の標高であるこ

とを示している。

・遺構平面図中の 1点鎖線は覆土中の焼上の分布を表し、カマ ド、及び被熱赤変部分は網で表現した。
・遺構平面図中の 2点鎖線は床面の変調を示し、その内容については説明を入れた。
。縄文土器実測図中の断面の網掛けは胎上に繊維を含むことを表している。

・平安時代遺物実測図中の断面網韓卜けは灰釉陶器を、断面黒塗りは須恵器であることを示している。また、

土師器杯の黒色処理は網掛けで表示した。

'文中では黒色処理された土師器 (黒色土器)を「信州系」という語で一括して表現する場合があるが、こ

こでは「甲斐型」に対する語として便宜的に使用するものである。

・灰釉陶器の年代等については文化庁美術工芸課 齋藤孝正氏のご教示による。

・土層注記の色調は黒味の強いものから黒色→黒褐色→暗褐色→褐色→暗黄褐色→黄褐色を用いた。また、

混入物は炭化物粒子をC、 焼土粒子をF、 ローム粒子をRと表記し、その多寡を多→含→少→微で表記した。

・遺物観察表中の上器の色調については『新版標準土色帖』1998年版 (農林水産省農林水産技術会議事務局他監

修)を使用した。
。その他のものは必要に応じてその都度標記しておいた。
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第 1章 調査の経過

調査に至る経緯と経過

大泉村では平成 5年度より下水道事業の基本構想策定がスター トし、平成 6年度には基本計画、平成 7年

度には実施設計が策定され、いよいよ平成 8年度より管渠敷設工事に着工している。この間平成 6年度には

終末処理場の位置がほば確定し、事業課 (平成 8年 4月 より機構改革により環境課下水道係、それ以前は振

興課下水道係)よ り村教育委員会に対し当該地における埋蔵文化財の所在について照会があった。当該地は

昭和54年度県営回場整備事業西井出下第 1工区施工に伴い発掘調査された寺所遺跡の所在地、及びその隣接

地であった。当然この隣接地にも既調査区でその存在が明らかとなった平安時代集落跡が広がっていること

が予測された。村教育委員会はその密度、及び範囲を把握するため平成 7年 3月 に国庫補助事業として事業

予定地のうち未調査部分全域を対象として地中レーダー探査を実施した。その結果、それほど密度は濃くは

ないものの、ほぼ全域に渡って遺構が分布することが予測されるに至った。

この結果を受けて事業課と村教育委員会で協議し、他の事業との調整の結果、平成 8年度に発掘調査を実

施すること、その際の調査範囲は原則的に駐車場を含む構造物部分とし、残地林は調査しないことで合意さ

れた。また、予算執行に当たっては事業課から教育委員会が発掘調査を受託する形で進めることとなった。

平成 8年度に入り、 4月 15日 付で事業課より埋蔵文化財発掘の通知が提出され、また、同日付で村教育委

員会より文化庁長官宛に埋蔵文化財発掘調査の通知を提出した。また、 6月 3日 付で大泉村長と村教育長間

で埋蔵文化財発掘調査業務受託書を締結し、11月 19日 付で受話金額の変更に伴い変更受託書を締結している。

現地での調査は6月 17日 から着手し、その工期は12月 20日 までを設定していたが、実際の観地調査は■月22

日に終了し、11月 29日付で埋蔵文化財保管証を山梨県教育長宛に、同日付で埋蔵物の発見届けを長坂警察署

長宛に提出している。整理作業については平成 8年度中に遺物洗浄、注記まで終了し、平成11年度にその他

の整理作業、報告書の編集作業に着手した。

終末処理場本体の工事に伴う調査は以上の経過であったが、その後、平成10年に入り汚水処理後の放流渠

の管渠敷設部分について未調査であることが判明した。そのため平成■年 1月 5日付で事業謀より埋蔵文化

財発掘の通知が提出され、平成11年 2月 15日 に試掘調査を実施されるに至った。また、同日付で埋蔵文化財

発掘調査の報告を文化庁長官宛に提出している。この調査結果についても調査された期間に開きはあるもの

の同一敷地内であることと同一事業であることから今回併せて報告するものである。

なお、本遺跡は前述のとおり昭和54年に県営圃場整備事業に伴い発掘調査された上で今回の調査に臨んで

いることから、前回調査分を第 1次調査、今回の調査を第 2次発掘調査と呼称する。また、遺構の名称につ

いては調査主体、調査目的、調査期間共に異なることから別個にするべきかもしれないが、同一の敷地を含

むことから混乱を避けるため第 1次調査の続き番号を使用して調査に当たっている。以下調査時の名称で記

述を進めることとする。

調査の方法

第 2次発掘調査の範囲は先述の通 り、駐車場部分を含む構造物部分 とし (但 し、第 1次調査範囲は除く)、
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その範囲の立木の伐採は事業課サイドで実施している。その後、村教育委員会が発掘調査業務受託書締結後

に重機により表土を除去し、調査に着手している。

調査は業者委託により公共系座標に沿った10mグ リッド (西～東にZ・ A～ M、 北～南に 1～ 11)を設定

し、それを基準に測量図を作成した。測量図は主に平板測量で作成し、全体図を1/100、 各遺構図を1/20で作

成した。また、必要に応じてカマ ド等の微細図は簡易遣り方により1/10で作成している。原点は谷戸字金生

(金生公園内)に設置してあるものを移動して調査に当たった。

3 調査組織

平成 8年度

教育長 藤森勇夫 教育課長 小池光和 教育係長 新藤 恵 調査担当 伊藤公明
平成■年度

教育長 藤原 昭 教育課長 新藤 恵 教育係長 浅川正人 調査担当 伊藤公明 調査員 渡邊泰彦

4 調 査 参 カロ者  (敬称略 )贋不同)

相吉ましゑ 浅川達子 浅川ちづ子 浅川日出子 浅川久代 浅川房子 浅川洋子 進藤キクエ 進藤た
かね 藤森里美 藤森秀子 藤森八千代 細田絹代 三井明美 (以上一般)
安倍雅史 大石亮子 岡田 麗 加藤美和 金井克仁 岸村顕広 木下宗一郎 熊谷賢一 国武貞克 滝
澤美穂子 田野裕之 芳賀俊之 細川太輔 松尾聡子 山岸広輔 (以上東京大学) 古川優貴 (東京女子
短期大学)山下大輔 (信州大学)浅川 実 (法政大学)井口照仁 伊藤 剛 餌取義之 木村忠義 河野
健太郎 庄司由紀夫 西片 覚 渡辺俊介 渡辺 修 (以上東海大学)
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第 2章 遺跡の立地 と環境

地理的環境

大泉村は八ヶ岳南麓の中央に位置し、八ヶ岳の主峰赤岳の山頂で長野県と接する。この八ヶ岳は南北21km

に渡り、赤岳をはじめ2,000m級 の火山が列をなす複式火山であり、天狗岳以南の南八ヶ岳火山群と以北の北

八ヶ岳火山群とに三分される。また、八ヶ岳西南麓～東麓は緩斜面の火山麓扇状地で、中期～後期更新世初

期にかけての礫層で形成されている。この入ヶ岳南麓台地は形態的には甲府盆地に突き出た半島状の形状を

呈している。この台地の東西を大地溝帯が走り、「七里ヶ岩」と呼ばれる比高100mに及ぶ急崖を形成している。

この段層に沿って西を釜無川が、東を塩川の支流の須玉川が流下している。この台地は地形的には八ヶ岳の山体

部と、それから続く山麓緩斜面部とに大別され、この変換′ミ (標高1,000～ 1,500m付近)に位置する多数の湧水

により開析された南北方向に伸びる尾根地形が緩斜面部に発達している。また、韮崎泥流と呼ばれる八ヶ岳

の山体崩落に伴う流れ山地形がこの台地上の標高600～ 800mにかけて特に発達 している。この緩斜面部の尾

根上、流れ山地形には縄文時代以降多数の遺跡が立地している。今回報告する寺所遺跡もその典型である。

歴史的環境

八ヶ岳の西南～南麓は長野県富士見町の井戸尻遺跡群をはじめとして縄文時代の遺跡の多数立地する地域

として著名である。大泉村にも多数の縄文時代の遺跡が残されており、現在までに天神遺跡、古林第 4遺跡、

姥神遺跡、寺所第 2遺跡、甲ッ原遺跡等の大規模な遺跡が調査された他、金生遺跡が国の史跡に指定され保

存され、整備、公開されるに至っている。近隣でも柳坪遺跡、頭無遺跡、酒呑場遺跡、長坂上条遺跡 (長坂

町)、 中原遺跡 (小淵沢町)、 石堂B遺跡、青木遺跡、社口遺跡、次郎構遺跡 (高根町)等の学史的に著名、
あるいは縄文集落研究上欠くことのできない大規模な遺跡が多数調査されている。

また、この地域には平安時代～中世の遺跡も多数立地している。大泉村内で調査された平安時代の主な遺

囲を列記すると今回報告する寺所遺跡の他、城下遺跡、原田遺跡、木下・大坪遺跡、東姥神遺跡、東原遺跡、

寺所第 2遺跡等がある。また、近隣でも柳坪遺跡、石原田北遺跡、小和田遺跡 (長坂町)、 上平出遺跡、前田

遺跡 1/Jヽ淵沢町)、 薬師堂遺跡、東久保遺跡、青木北遺跡、湯沢遺跡 (高根町)等が調査されている。これら

の遺跡の多くは 9世紀半ば以降成立し、10世紀半ばには消滅している。これらの時代背景としては律今政府

によって打ち出された私有財産を認める政策の推進により進んだ農民層の階層分化と、その矛盾を解消する

ために進められた政策の変更という大きな日本史的流れに沿ったものと考えられる。

中世の遺跡については源義清、清光父子の甲斐国配流に始まる甲斐源氏の台頭とは無関係には語れない。

残念ながら具体的に跡付ける資料には欠けるものの、この地域には多くの伝承が残されている。治承 4年に

北条時政が甲斐源氏に平氏追討に加わるよう要請したと伝えられる「逸見山」の比定地で、国の史跡にも指

定されている谷戸城跡をはじめ、若神子城跡、その他多くのこの当時の伝承を持った神社仏閣が存在する。

民話・伝承の合理化等の問題もあるものの、この地域の歴史の一端を窺わせるものである。また、戦国大名

武田氏の家臣堀内下総守の居館と伝えられる県指定史跡深草館跡をはじめ刻妍日田館跡、小和田遺跡、谷戸氏

館跡等の多くの遺跡が現在までに調査されている。
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1 寺所遺跡 2 東原遺跡 3 東姥神遺跡 4 寺所第 2遺跡 5 城下遺跡 6 原田遺跡 7 薬師堂遺跡 8 東久保遺跡 9
青木北遺跡 10 上平出遺跡 11 前田遺跡 12 柳坪遺跡 13 石原田北遺跡 14 湯沢遺跡 15 大小久保遺跡 16 西川遺跡 17
腰巻遺跡 18 大豆生田遺跡 19 上ノ原遺跡 20 宮の前遺跡 21 所帯遺跡 22 宮間田遺跡 23 谷戸氏館跡 24 史跡谷戸城跡
25 豆生田第 3遺跡 26 史跡金生遺跡 27 山崎第 4遺跡 28 天神遺跡 29 宮地第 2遺跡 30 木ノ下 。大坪遺跡 31 甲ッ原遺跡
32 大八田原田遺跡 33 小和田遺跡 34 小和田館跡 35 石堂A遺跡 36 八ッ牛遺跡 37 西原遺跡 38 藤林寺遺跡

第 2図 周辺の地形 と遺跡の分布
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第 3章 調査の結果

第 2次調査区では表上の流出が著しく、10～ 15cmの表土層の直下はほとんどの部分でローム層が露出して

おり、僅かに調査区南西部の一部で10cm程の褐色土の間層が認められたにすぎない。この部分の遺構確認の

ためトレンチを配して調査したが、この部分からの遺構、遺物の検出は全 くなかった。また、調査区北東部

では直径 lmを越す巨石が地表に露出するなど礫層が発達していたが、他の部分ではローム層以下の堆積は

安定しており、排土用深掘 りの土層断面観察によるとローム層上面より3mほ どでPm-1層 が確認されて
いる。

発見された遺構と遺物

今回の調査は、 1次調査との重複167m2を含む7,585m2を 発掘調査 したが、この調査区から平安時代住居跡

13軒 (35～ 47号住居跡)、 時期不明の土坑 7基、近現代の溝状遺構 5条 (5～ 9号溝跡)、 近世以降の竪穴状

遺緯 1基が検出されている。遺物としては縄文時代土器、石器、黒曜石片、平安時代土師器、須恵器、灰釉

陶器、鉄製品、中世土師質土器等が出上している。その総量は整理箱 8箱程度である。

縄文時代の遺物

寺所遺跡の所在するこの尾根は東西100m以上、南北300m以上を測る、この地域としては規模が大きく、

安定したものであるが、第 1次調査を含めて縄文時代の遺構、遺物は非常に少ないといえる。近隣には縄文

時代前～中期にかけての大規模な遺跡、甲ッ原遺跡や、天神、寺所第 2遺跡、あるいは史跡に指定されてい

る縄文時代後～晩期の大規模な配活遺構を伴った金生遺跡が所在し、これらの距離は正に指呼の間である。

このような条件下にある当遺跡で縄文時代の遺構、遺物が非常に少ない状況は、縄文時代の土地利用におけ

る規制、あるいは集団間の対峙した関係として注目されようか。同様の現象は宮地第 3遺跡にも見られる①。

今回の調査では縄文時代の遺構は全 く検出されていないものの、遺物は他の遺構やグリッドから僅かに出

上している。第 4図に今回の調査で出土した縄文時代の主な遺物を提示した。

1・ 2は胎土に繊維を含んだもので、無文であるが、縄文時代前期初頭のものか。 1は器外面を丁寧にな

でる。 2は粗 く全面をなでる。 3は羽状縄文が施文された口縁部片。胎土に繊維の混入は見られない。口唇

直下には原体端末の圧痕が見られる。前期中葉の所産であろうか。 4は中期初頭、五領ヶ台式の深鉢口縁部

片。縄文施文後竹管状工具による沈線を施文。 5は同浅鉢で、日縁部内面に 3列の竹管連続押捺が見られ、

下段には交互刺突が加飾される。 6は 中期中葉格沢式。隆帯脇を幅広のものと幅の狭い角押文を施文。隆帯

上も刻みが見られる。 7は新道式か。隆帯脇に三角押しが見られるが、区画内は沈線化している。 8は新道

式。月ヽ型の深鉢の底部片。隆帯脇に三角押しが見られる。 9は格沢式の浅鉢口縁部片。幅の狭い角押し文が

施文される。10～ 13は井戸尻式。10は大型の深鉢口縁部片。起
`ミ
文が手J落 している。14は 曽利Ⅳ式。肥厚口

縁を呈し、日縁部には椿円文が施文される。突起は崇J落している。胴部は縦位条線施文。15は 曽利V式。沈

線による縦区画の中にハの字文が施文される。16～ 18は後期前葉、堀之内式。16は注口土器の破片で細かい

序層
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第 4図 縄文土器 (S=1/3)

沈線により重四角文が施文される。17は深鉢頸部。区画内は磨 り消し縄文。19は粗製の深鉢口縁部片。条痕

状の擦痕が見られる。縄文晩期の所産であろうか。

(1)第 2図参照。

大泉村教育委員会・峡北土地改良事務所 1991 『宮地第 2遺跡 。宮地第 3遺跡』

平安時代の遺構と遺物

平安時代の遺構は前述のとおり住居跡のみである。ここでは調査時の遺構認定順に記載を進める。また、

第 1次調査で調査された遺構の再調査でも遺物が出上しているが、ここでは遺構外出土遺物 として扱うこと

とする。

35号住居跡 (第 5。 6,7・ 8図、第 1表 -1・ 第 4表、図版 2。 16)

位置 D-5グ リッド 規模 東西4.05m、 南北3.44mを測る。 覆土 確認面より最大50cmを 測る。壁際
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1 暗褐色 粘性弱 しまり弱 C少
2 黒色  粘性弱 しまりやや弱 C少、R少
3 暗褐色 粘性弱 しまり弱 C少、R含
4 暗褐色 粘性弱 しまり弱 R少
5 暗褐色 粘性弱 しまり弱
6 黒色  粘性弱 しまり弱
7 責褐色 粘性やや強 しまりやや弱 R多
8 責褐色 粘性やや強 しまりやや弱 R多
9 暗褐色 粘性やや強 しまりやや強

0______す __――――ζ
m

第5図 35号住居跡 (S=1/60)

第6図 35号住居跡 カマド(I)(S=1/30)

0               1m

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

暗褐色 C少
黒掲色 F含、R微、C微
暗褐色 C少、F含、R少
黒褐色 C少、F少、R少
黒褐色 C少、F少、R含
黒褐色 C少、F少、R少
暗褐色 C少、R多
暗褐色 C少、R多
黒褐色 C少、F含
黒褐色 C少、F多
暗褐色 C少、R多
黒掲色 R少
暗褐色
暗褐色 F多、R夕
黒褐色 C少、F含、R含
黒褐色 C少、F含、R少
暗褐色 C少、F少、R多
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(石組 ) (掘方 )

0                1m

第7図 35号住居跡 カマド(2)(S=1/30)

に三角堆積が見られる以外は水平堆積となっている。 床面 ほぼ水平に構築される。周縁部の一部を除い
て堅緻。 周溝 北辺の一部、南辺の東半で途切れる。 カマド 住居跡東辺の南半に構築されている。掘
り方の規模は135cm× 82cmを浪1る。遺存状態は良好で、住居廃絶に伴う破壊は見られない。左袖が北側からの

圧力で南に押し潰されたような状況が看取される。構築材は拳大～人頭大の自然礫と一部に白色粘土が使用

されている。当初の燃焼部使用面は掘り方直上の地山被熱赤変から掘 り方直上と考えられるが、最終的な使

用面は灰等を掻き出さずに支脚頂部直下まで上昇している。 柱穴 住居跡外周部に小ピット4基が検出さ
れている (ピ ット2・ 4・ 5・ 6)が、柱穴であろうか。 その他の施設 住居跡中央部に近接して底部の
被熱赤変した地床炉状の浅い掘 り込みが 3基見られる (ピ ット7・ 8・ 9)が、囲炉裏等の暖房地設とする

にはカマ ドとの位置関係、住居跡の規模から問題がある。生業に関わる何らかの施設と考えるべきか。住居

跡北辺には直径約 lm、 深さ15cmを測る略円形プランの浅い土坑 (ピ ット1)が存在する。この機能につい

ては不明。覆土観察から単独の土坑ではなく、住居内の施設と判断した。また、住居跡南東コーナー、カマ

ド右袖に接した浅い小ピット (ピ ット3)に一辺50cm程度の厚みのある石で蓋をしたような施設が検出され

ている。この石については下部の上坑の蓋石としての可能性もあるが、むしろ水平を意識して設置されてい

ることから作業用の台石、あるいは棚状の施設として考えるべきか。 遺物出土状況 住居跡覆土中の遺物
の出土は散漫であるが、カマ ド天丼部上面に小破片となって集中して出土が見られた。

遺物 食膳具 甲斐型560g、 信州系480g。 煮炊具 甲斐型甕870g。 1は「艮」、 2は「艮」と「入」の記
号のようなもの、10は「東」?が墨書されている。 3は外面のヘラケズリが向かって右上から左下の方向に行

われている。 9。 10は黄褐色系の色調、砂を多く含んだ胎土という点で甲斐型土器とは異なるが両者とも体

部外面にヘラケズリは行われている。11の内面は炭素の付着が不十分で灰色を呈し、ヘラミガキもほとんど

行われていない。12・ 13は 内面にミガキを施した黒色土器であるが、非常に厚手で他の黒色土器とは異なる

特色を有する。両者ともカマ ドからの出上で、特に12は 内面に何かと擦れてできた器面の荒れが一周する。

16は 刀子の破片か。

36号住居跡 (第 9・ 10。 ■図、第 1表 -1・ 第 4表、図版 3・ 16)

位置 D-3グ リッド 規模 東西4.76m、 南北4.19mを測る。北辺の一部を14・ 15号土坑に切られる。 覆
―-10-―
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第8図 35号住居跡出土遺物 (S=1/3)

土 確認面より最大50cm以上を測る。住居南側に三角堆積が見られる以外は水平堆積。 床面 住居跡中央
部が若千低 くなる。全体的に堅緻。 周溝 北辺で15号土坑に破壊されている。本来住居跡南東コーナー以
外は全周していたものと考えられる。 カマド 住居跡東辺ほぼ中央に構築される。掘 り方の規模は135cm×
73cmを 測る。この直上に直径80cmを越す木の根があリカマ ドを破壊しながらでなければ調査が進められなか

った。煙道は住居壁中位までしか掘られておらず、溝が巡らされ、小ピットが 2基穿たれている。雨水避け

の施設であろうか。カマド本体の規模は以外に小さく、直径70cm程度であった。構築材については掘り方の

形状から石組みと考えられる。覆土中に甕小破片が散乱していた。 柱穴 ピット3'4が想定できようか。
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A768800

Φ
I

黒色  C少 、 R少
黒掲色  C少 、 R少
暗掲色

暗掲色

0            2m

第9図 36号住居跡 (S=1/60)

-768.600

9                 1.m

第10図  36号住居跡 カマド (S=1/30)
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その他の施設 住居跡南東コーナー、カマ ドに南接して不整楕円形の浅い土坑が存在する(ピ ット1)。 覆土

中に焼上が含まれていた。カマ ドの灰の掻き出しによるものか。その機能については不明であるがカマ ドと

の位置関係は35号住居跡のピット3に共通する。また、住居中央に不整形のピット6と 小ピット5が存在し

ている。機能は不明。 遺物出上状況 仁居跡覆土中の遺物分布は故漫であるが、カマ ド、及びピット1周

辺に小破片の集中が見られた。

遺物 食膳具 甲斐型 (含No l)105g、 信州系340g。 煮炊具 甲斐型甕1310g、 ロクロ甕 3g。 1は黄橙

色を呈し、体部下半にはヘラケズリが施されるが、胎土は砂を多く含んだ非常に脆いもので、相模型の甕の

胎上に似ている。 4の 内面は炭素の付着が不充分で灰色を呈する。

37号住居跡 (第 12・ 13・ 14・ 15。 16図、第 1表-1・ 第 4表、図版 4・ 5。 16)

位置 E-7・ 8グ リッド 規模 東西5。 74m、 南北5.43mを測る。 覆土 確認面より最大65cmを測る。

壁際に三角堆積が見られる他は水平堆積。また、覆土中4カ 所に焼土ブロックが見られた。 床面 ほぼ水

平に構築される。全体に堅緻。 周溝 住居東辺北側から南辺中央まで連続してみられる。 カマド 住居

東辺中央に 2基構築されている。この内南側のものが古く、破壊された後、住居壁を修復した痕跡が見られ

る。掘り方の規模は136cm× 81cmを 測る。北側のカマ ドの掘り方は196cm× 79cmを 測る。構築材の石は部分的

に抜き取られている。カマド本体に対し焚き口が大きく浅く円形に掘られている。煙道部側からの上砂の流

入により埋没している。 柱穴 住居北東部にピット1～ 3があるが柱穴であろうか。 その他の施設 旧

カマ ドに近接して焼土を伴った土坑ピット4と それに接して小ピット5が存在する。機能については不明で

あるが、住居自体の拡張、縮小の痕跡がないことからカマ ドとは考えられない。何らかの生業に関わるもの

であろうか。 遺物出土状況 斜面上位側からの流れ込みか住居北側にやや偏して小破片の出上が多かった。

但し、遺物の総出土量は第 2次調査区中最も多いにも係わらず接合するものが少なく図化できる遺物は少な

かった。

遺物 食膳具 甲斐型400g、 信州系920g。 煮炊具 甲斐型甕2,105g、 ロクロ甕60g、 内面ナデの厚手の甕

90g。 3は胎土に赤色粒子を含むものの、砂も多く含む。 5は 内面の炭素の付着が不十分で、一部灰色を呈

する。 7は須恵器壺か。44号住居跡出上の一括資料と接合した。 8は不明鉄製品。図示していないが、外面

を維方向のハケ、内面及び底部をナデによって調整する厚手の甕の破片が出上している。胎土も甲斐型甕と

異なり責褐色を呈する。

38号住居跡 (第 17・ 18。 19図、第 1表 -1、 図版 5・ 16)

位置 F-6・ 7グ リッド 規模 東西4.75m、 南北4.62mを測る。住居東辺上層を7B号溝により破壊さ

れている。 覆土 確認面から40cmで床面に達する。住居中央付近まで三角堆積が見られる。 床面 ほぼ

水平に構築される。周縁部の一部と住居中央に広く軟弱な部分がある。 周溝 全周する。 カマド 住居

東辺南寄りに構築される。上部を7B号溝により破壊されている。掘り方の規模は192cm× 133cmを測る。掘

り方の形状から石組みと考えられるが構築材の石は全 く残されていない。カマ ド本体は直径80cm程度と考え

られるが、これに対して焚き回は広く浅 く掘られている。 柱穴 ピット1・ 2・ 5が該当しようか。 そ

の他の施設 住居跡南東コーナーにピット4が存在する。不整長楕円形のプランを呈する。浅い土坑状を呈

するが、南側では立ち上がりが不明確となっている。形態的に不整でその機能を想定することは困難である

が出上位置の類似性から35・ 36号住居跡のものと共通するものであることは推定できよう。 遺物出土状況

―-14-
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1 黒色   C少 、 R少
2 黒褐色  C少 、 R含
3 黒褐色  C少 、 R含
4 黒褐色  C少 、 R少
5 黒色   C少 、 R少
6 黒色   C少 、 R少
7 暗褐色  C少 、 R含
8 黒褐色  C少 、 R少、 F含
9 暗褐色

O                 m

第13図  37号住居跡 (S=1/60)

覆土 黄褐色

0

C多、F多、R少

Im

第14図  ピット4微細図 (S=1/30)
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1 黒褐色
2 黒色
3 黒褐色
4 黒色
5 黒色
6 黒褐色
7 暗掲色
8 黒掲色
9 黒色

R少

R少、

R少、
R含
F多
F含

10 黒褐色  F少
■ 暗褐色

F少 12 黒褐色  R少 、
13 黒褐色  R少 、

F少 14 黒褐色  F夕
15 黒褐色  F少
16 黒褐色  R含 、
17 橙掲色  F多

少

少

Ｆ

Ｆ

F多

第 15図  37号住居跡 カマ ド (新 )

||

9                1,m

C多、F多、R少

(Sユ 1/30)

-766 600

|

覆土  暗褐色

第16図  37号住居跡 カマド (古)(Si1/30)
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第17図 38号住居跡 (S=1/60)

m

黒褐色 C少 、 R少
暗褐色 C少 、 R含
暗褐色  C少 、 R多
黒色  C少 、 R少、 F少
暗褐色  C少 、 R夕
暗褐色  C少 、 R含
黒褐色  C少 、 R少

黒色  C少、R少、F少
(7B溝覆土)

黒褐色 C少、F少、R含
黒色  C少、F含、R少
赤褐色 C少、F多、R多
黄褐色 C少、F含、R多
暗褐色 C少、F含、R含
赤褐色 R質被熱赤変
褐色  C少、F含、R含
暗褐色 C少、F含、R含
黒褐色 C少、F少、R少
赤褐色 R多、F含
赤褐色 C少、F多、R多
赤褐色 R質被熱赤変

９

１０

ｍ

ｌ２

‐３

第 18図 38号住居跡
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第 19図  38号住居跡出土遺物 (S=1/3)

住居跡覆土中の遺物の分布は散漫であるが、カマ ド、及びピット4周辺に僅かに集中して出土している。

遺物 食膳具 甲斐型160g、 信州系100g。 煮炊具  甲斐型菱1,160g、 ロクロ甕15g。 須恵器310g。 灰釉
陶器25g。

39号住居跡 (第 20。 21・ 22・ 23図、第 1表-1,第 4表、図版 6。 17)

位置 F、 G-9グ リッド 規模 東西4.74m、 南北4.28mを測る。 覆土 尾根の頂部に位置することか
ら表上流出が顕著であり、確認面から最大でも10cm程度で床面に至る。粘性、しまり共に弱い黒色上の単一

層。 床面 住居全面に土坑が穿たれており、凹凸が目立つ。若千東下がりに構築される。 周溝 住居北
辺、西辺に部分的に周溝状の溝が見られる。 カマ ド 住居東辺の住居立ち上がりより若千内側、南寄 りに
構築されている。直上に木が生えており、撹乱が著しい。掘 り方の規模は直径70cm程度で、不整円形のプラ

ンとなる。外周部は溝状に掘られている。構築材は先述の諸条件により確認されていないが、一般的に見ら

れる石組みカマ ドとは形態的に異なり特異な様相を示す。今後の事例の集積を待って判断する必要はあるが

置きカマ ド等の形態も考慮する必要があろう。 柱穴 明確なものは検出されていない。住居内全面に土坑
が穿たれており、これらが機能していたことを考慮すると住居プラン内には主柱を置くことは不可能ではな

かろうか。検出はされていないもののむしろ壁外柱穴を積極的に考えるべきであろう。 その他の施設 先
述のとおり住居プラン全面に上坑が穿たれている。住居プランから突出したものはなく、周辺に同様の遺構

も全 く見られないことから住居内の施設と判断した。何れも広く浅い土坑であり、内容は不明であるものの

共通の機能を想定することが可能であろう。なお、カマ ドに南接して集石を伴った浅い土坑が存在するが、

規模に相違はあるものの35号住居跡のピット3と 同様石を平らに敷き並べた様子が見られ、同様の機能が想

定されようか。集石中の石は 8個を数える。 遺物出土状況 住居跡覆土中の遺物の出土は散漫であるが、
カマ ド、及びピット4・ 9周辺に僅かに遺物が集中して出上している。
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第20図  39号住居跡 (S=1/60)

第21図  39号住居跡 カマ ド (S=

0               1m

l/30)
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第22図 39号住居跡出土遺物 (S=1/3)
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-766 209

l 晴韓● R含
2 黒猾O C少 (― R少
3 暗掲色 R少

“

第23図 39号住居跡 石組遺構 (`=1/30)

暴褐色 C少、R含
暗褐色 0少、R含

―

暗褐色 C少、R含
黒褐色 C少、R少
黒褐色 C少(R少
黒褐色

牲==_=__T__――一二名即

第24図 40号住居跡 (S=1/60)
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遺物 食膳具 甲斐型135g、 信州系665g。 煮炊具 甲斐型甕1,440g、 ロクロ甕50g。 須恵器15g。 2は「真」
或いは「直人」、 3は「七」、 5は「石□」或いは「右□」の塁書がある。 3については「地」の偏だけを書

いたとも考えられる。 6の内面は炭素の付着が不十分で、一部赤褐色を呈する。

40号住居跡 (第 24・ 25。 26。 27図、第 1表 -1・ 第 4表、図版 7・ 17)

位置 F、 G-7グ リッド 規模 東西3.83m、 商北3.90mを測る。 覆土 確認面より30cmほ どで床面に

達する。住居北側からの上砂の流入により埋没している。 床面 ほぼ水平に構築されるが若千東側に傾斜

する。 周溝 住居北半に見られるのみである。 カマド 住居東辺中央に構築される。遺存状態不良。規

模は148cm× 81cmを測る。住居の主軸とはズレが見られる。両袖の石組みと支脚が残されている。当初の使用

面は掘り方底部の被熱赤変より掘り方直上と考えられるが最終的な使用面は若千上昇した面となっている。

柱穴 ピット1～ 6が該当するか。 その他の施設 カマ ドに南接して集石を伴う土坑 (ピ ット7～ 10)が

存在する。それぞれの性格については不明であるがその上部の集石は平らに敷き並べた様子で、先述の35。

39号住居跡のものと共通する。集石中の石は28個を数える。 遺物出土状況 全体に散漫な出土であるが、

住居跡東～南半にやや偏して出上している。

遺物 食膳具 甲斐型95g、 信州系825g。 煮炊具 甲斐型甕1,590g、 ロクロ甕 5g、 内黒甕60g。 須恵器
115g。 3は外面を墨で黒く塗っている。内外黒を意識したものか。6は 内面に灰色を呈する部分が帯状に一

周する。 8の内面は炭素の付着が不十分で一部灰色、その他は責褐色を呈する。 9は内外面に黒色処理を行

う。図示していないが内面をヘラミガキした後、炭素を付着させている甕の破片が出上している。外面は縦

方向のハケ調整を行い、胎土は粘土質で黄褐色を呈する。この他永楽通費 (第 56図 1)が 1枚出土している。

41号住居跡 (第 28・ 29・ 30。 31図、第 1表 -1・ 2・ 第 4表、図版 8。 18)

位置 F-8・ 9グ リッド 規模 東西3.92m、 南北3.90mを測る。 覆± 39号住居跡と同様に尾根頂部

に位置することから表土流出顕著。確認面より最大20cmで床面に達する。粘性、しまり共に弱い黒色上の単

一層で埋没している。 床面 ほぼ水平に構築されているものの、中央部が若千深くなっている。 周溝 住

居東辺以外を断続的に巡る。 カマド 住居東辺、南寄りに構築されている。住居東辺の歪みから住居主軸

とズレが生じている。掘り方の規模は127cm× 79cmを測る。燃焼部は一辺80cm弱の略方形プランとなる。これ

に接して楕円形プランの焚き口部が設けられている。燃焼部掘り方の外周は39号住居跡と同様溝状に掘られ

ている。構築材については不明。 柱穴 ピット1・ 2・ 6～ 8が該当するか。 その他の施設 カマ ドに

南接してピット5が存在する。住居北東コーナーにも同規模のピット3・ 4があり、その機能の類似性が考

慮されるものの、その位置と、埋上の水平堆積から36。 38号住居跡のカマ ド脇土坑との類似性を指摘してお

きたVち  遺物出土状況 遺物の出土はカマ ド、及びピット5周辺に集中している以外はほとんど見られな

遺物 食膳具 甲斐型310g、 信州系220g。 煮炊具 甲斐型甕1,380g、 ロクロ甕■Og。 須恵器85g。 灰釉

陶器70g。 1の墨書は「収取」?、 2は「一丁」か。両者とも判読は困難である。 4の内面は炭素の付着が不

十分で、灰色を呈する。 6は須恵器界か。 7の灰釉陶器皿は猿投黒笹90号窯式 1型式終末の時期が与えられ、

内面は自然釉である。 8は鉄器だが、外面の剖落が著しく器種は不明。
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黒褐色  C少 、
黒褐色  C微 、
黒褐色  C少 、
黒褐色  C少 、
嗜褐色  C少 、
黒褐色  C少 、
黒褐色  C少 、
黒褐色  C少 、
黒褐色  C少 、
黒褐色  C少 、
黒色   C少 、

F微、
F微、
R少、
R少、
F多、
F少、
R少
R微
R微
F少、
F含、

R含
R微
F少
F少
R多
R少

少

少

Ｒ

Ｒ O               Im

第25図 40号住居跡 カマド (S=1/30)

覆土 暗褐色  C少 、 R含

m

40号住居跡 石組遺構 (S=1/30)
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第27図 40号住居跡出土遺物 (S=1/3)
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第28図  41号住居跡 (S=1/60)
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Im

坐______¬__―――――亀m

1 黒褐色  C少 、 F少、 R含
2 暗橙褐色  C少 、 F多、 R多
3 暗褐色  F少 、 R多

m

1 暗褐色  C少 、 F少、 R含
2 暗橙褐色  C少 、 F多、 R含
3 黒褐色  C少 、 F含、 R含
4 黒色   C少

黒色  C少 、 R少
暗褐色  C少 、 F含、 R含
暗褐色  C少 、 R含
暗褐色  C少 、 F多

第29図 41号住居跡 カマド(S=1/30)
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第30図  41号住居跡 ピット5(S=1/30)
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O                    10cm

第31図  41号住居跡出土遺物 (S=1/3)

42号住居跡 (第 32・ 33・ 34図、第 1表 -2、 図版 8・ 9。 18)

位置 G-6グ リッド 規模 東西4.62m、 南北4.58mを測る。住居跡南側を大きく撹乱されているものの、
周溝によりその範囲を確定している。 覆土 住居南半を撹乱により、いわゆるちりとり状に欠失する。耳ヒ
側壁際では40cmほ どで床面に達する。住居北側からの上砂の流入が見ら礼る。 床面 ほぼ水平に構築され
ている。 周溝 カマ ド周辺以外は全周する。 カマ ド 住居東辺、南側に構築される。 2基重複して確認
されているが、北側のものを破壊して南側のものを構築し直している。旧カマ ドは燃焼部の掘り方と支脚ピ

ットしか確認されていないので構築材等は不明。掘り方底部は被熱赤変が見られる。新カマ ドは掘り方規模

114cm X 149cmを 測る。石組みは確認されていないものの掘り方の形状より石組みのカマ ドと考えられる。ま

た、自色粘上の分布より両袖の構築には白色粘土も用いられていたことが確認された。燃焼部の最終的な使

用面は支脚ピットの掘 り込みの位置から掘り方底部より若千浮いていることが確認された。 柱穴 不明。
ピット1が該当しようか。 その他の施設 出入り口施設と考える「コ」の字状に掘られた溝が検出されて
いる。板等により上留めをして階段状にしたものか。また、ピット6も 関連した施設と考えられる。 遺物
出土状況 全体に散漫な出土状況を示し、僅かにカマ ド北側、カマ ド内からやや集中して遺物が出土してい
る。

遺物 食膳具 甲斐型 8g、 信州系235g。 煮炊具 甲斐型甕1,275g、 ロクロ甕75g。 須恵器20g。 1の 内
面は炭素の付着が不十分で、灰色もしくは赤褐色を呈する。 2は ロクロ河ヽ甕。

||||ヤキヽヤ
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生767100 Ａ
一

黒色  C少 、 R少
黒色   C少 、 R少
暗褐色  C少 、 R多
黒色   C少 、 R少、
暗褐色  C少 、 R多、
黒褐色  C少 、 R少
暗褐色  R質
黒色   C少 、 R含
暗褐色 C少 、 R多
黒褐色  C少 、 R少

9                2,m

微

含

６

７

８

９

１０
ｙ

一
Ｂ
一

1 黒掲色 R少、F微
2 暗褐色 C少
3 暗黄褐色 R多、F少
4 暗褐色 C含、R少、F含
5 黒褐色 R少、F少
6 橙褐色 焼土層
7 黒掲色 R微、F微
8 暗褐色 R少、F含
9 黄褐色 粘土層
10 橙褐色 F多
■ 暗褐色 R多、F多
12 嗜掲色 C含、F含、R少
13 暗掲色
14 黒褐色 R少、F多
15 黒褐色 R微、F微
16 暗褐色 R含、F微
17 暗褐色 R多、F多
18 橙掲色 焼土層
19 暗褐色 R多、F多

第33図  42号住居跡 カマド (S=1/30)
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0                      10cm

第34図  42号住居跡出土遺物 (S=1/3)

43号住居跡 (第 35・ 36・ 37・ 38図、第 1表 -2・ 第 4表、図版 9・ 10。 18)

位置 G、 H-8・ 9グ リッド 規模 東西5.56m、 南北5。 24mを 測る。 覆上 壁際に三角堆積が見られ

る他は安定した水平堆積。確認面より35cmほ どで床面に達する。 床面 水平に構築される。 周溝 住居
北東部を撹舌とにより欠失する以外断続的ではあるがほぼ全周する。 カマド 住居北東コーナーに構築され

る。本集落で第 1次調査を含めて唯一確実な隅カマ ドになる。カマ ド覆上のほとんどを撹乱により欠失する

ほか一部は掘 り方まで破壊されている。燃焼部の規模は遺存する掘 り方より直径80cm程度で、略円形プラン

となる。この掘り方の外周部は39・ 41号住居跡と同様溝状に掘られており注意される。掘り方底部は被熱赤

変が見られる。 柱穴 不明。 その他の施設 住居北辺に接してその覆上に焼土を含むピット1・ 2が存

在する。住居立ち上がりに規制されて繕築されていることから住居内の施設と判断した。性格は不明。また、

カマ ドに近接してピット3が存在する。土坑底部が被熱赤変しているが、住居自体に拡張、縮小の痕跡がな

いことからカマ ドとは考え難い。生業等に係わるものであろうか。 遺物出土状況 全体に散漫な出土状況
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暗褐色

黒色

暗掲色

C少、 R少
C少、 R含
C少、 R含
C少、 R多
C少、 R多
C少、 R少

第35図  43号住居跡 (S=1/60)
性______¬__―――一二名m
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0                1m

第37図 43号住居跡 ビット1・ 2・ 3(S=1/30)
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|

黒褐色 C多、F含、
黒褐色 C含、F含、
暗橙褐色 娩土層

m

43号住居跡 カマド(S=1/30)
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卜 1

暗褐色  C多 、
暗褐色  C多 、
責褐色  C含 、
卜2

黒褐色  C少 、
2 暗責褐色 C微
ント3
1 黒褐色 C少、
2 黒褐色  C少 、
3 暗責褐色  R多

F多、R微
F多、R少
F少、R多

F含、R含
F少、R多

F多、R少
R少

ピ
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第38図 43号住居跡出土遺物 (S=1/3)

第39図 44号住居跡出土遺物
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暗褐色  C少 、
黒褐色  C少 、
黒褐色  C少 、
黒褐色  C少 、
黒褐色  C少 、
黒褐色  C少 、
暗褐色

暗褐色 C少 、
黒褐色  C少 、
暗褐色  C少 、
黒褐色  C少 、

R少
R少
R少、 F少
R含
R含
R含、F少

R多 (貼床層)
R含
R多 (貼床層)
R少

坐_______T_――――一二名
m

第40図 44号住居跡 (S=1/60)

を示す。僅かに住居跡北西コーナー付近に集中する。

遺物 食膳具 甲斐型195g、 信州系160g、 その他205g。 煮炊具 甲斐型甕500g、 武蔵型甕55g。 須恵器

1,055g。 灰釉陶器10g。 2は蓋のツマミ部分。 3は武蔵型甕、詳細は後述する。 4は須恵器壼か。 5は鉄製

品、璽或いは楔か。頑丈な作りで基部は幅広となる。叩いた痕跡はない。図示していないが甲斐型土器の胎

上で、内面に横方向のヘラミガキを施し、外面は無調整の黒色土器の破片が出土している。

44号住居跡 (第 39・ 40。 41・ 42図、第 1表 -2・ 第 4表、図版10・ ■・18)

位置 D-7グ リッド 規模 東西4,01m、 南北4.55mを測る。 覆上 壁際に三角堆積が見られる以外は

安定した水平堆積。確認面より45clnほ どで床面に達する。 床面 水平に構築される。 周溝 カマ ド周辺

と住居南辺の一部で断絶するもののほぼ全周する。 カマド 住居東辺南寄りに構築される。支脚と焚きロ

部の天丼石は抜き取られているものの、その他の袖石等は残されており依存状態は良好である。掘 り方の規

―-31-



1 黒褐色 C少、 F多、R含
2 暗褐色 C少、 F少、R少
3 黒褐色 C含、 F多、R含
4 暗褐色 C少、 F含、R少
5 黒褐色 C少、F少、R少
6 黒色  C少 、 F少、R少
7 暗褐色 C少、F含、R含
8 黒褐色 C少、F多、R含
9 暗赤褐色 C少、F多、R少
10 黒褐色 C少、 F少、R少
n 暗赤褐色 C少、F多
12 黒褐色 C少、 F含、R含
13 暗褐色 C少、R多
14 暗褐色 C少、R多
15 暗褐色 C少、R多
16 暗赤褐色 C少、F多、R含
17 責褐色 地山被熱赤変

-766 300

第42図 44号住居跡 カマ ド掘方・ ビッ

ーー32-―

第41図 44号住居跡 カマド(S=1/30)

0                1m

卜6-9(S=1/30)



模は141cm× 97cmを測る。土層断面の観察からは支脚抜き取り後、煙道部側からの土砂の流入により徐々に埋

没したものと判断される。また、支脚抜き取り後も使用されていた可能性もある。構築材は石と上であるが

自色粘土やローム質土は特に使用されていない。燃焼部の掘り方は被熱赤変が顕著である。燃焼部の覆土下

層から甕の細片が出土しているがほとんど接合しない。 柱穴 ピット1・ 2・ 7・ 12が該当するか。 そ

の他の施設 カマ ドに南接して土坑が穿たれている(ピ ット6～ 9)。 この内ピット6の上部には礎石状に刻

まれた人頭大の石が設置されている。位置的には主柱が存在してもおかしくない位置ではあるが、35。 39・

40号住居跡のカマ ド脇に見られる集石土坑と同様に平らな面を意識して設置してあることから、これらと同

様の機能と考えたい。このほか住居北半に構築された土坑、ピット3・ 4は埋土上部に床面と同レベルに張

り床がされている。これらは浅い土坑であることから貯蔵を目的としたいわゆる床下土坑とは考え難く、生

業等の必要に応じて掘削された後、その目的終了後に埋め戻されたものと考えたい。 遺物出土状況 全体

に散漫な出土状況を示すが、住居跡南半に礫も含めて遺物が比較的集中する。鉄製品第39図 11・ 12は住居北

東コーナー付近の出土。

遺物 食膳具 甲斐型130g、 信州系820g。 煮炊具 甲斐型甕2,585g、 ロクロ甕180g、 内黒甕20g、 厚手

の甕490g。 須恵器2,055g。 灰釉陶器 4g。 1の内面は炭素の付着が不十分で灰色を呈する。また、 3はヘ

ラミガキを行うものの、炭素の付着がほとんど見られない。 9は須恵器短頸壷。10は須恵器重か。内面灰色

を呈するが、外面及び底部は釉を施したように滑らかで暗赤褐色を呈する。底部外縁には器面の手U落したと

ころが 2ケ所、粘上を貼り付けてあるところが 1ケ所あり、その 3点がそれぞれ三角形の頂点となるような

配置にある。当初は水平を調整するために粘上を貼り付けたものと考えたが、底部全面が器外面と同じく暗

赤褐色となっていることを考えると、 トチンのような機能を考えたほうが良いのかもしれない。11は 刀子か。

12は不明鉄製品。図示していないが内面黒色の甕の破片の他、37号住居跡でも出上していた厚手の甕の破片

が出上している。口縁部は外面が横ナデ、内面は横方向のハケを施し、焼成は堅い。口縁部直下の内面には

縦方向のハケも見られる。色調は灰黄色から黄橙色を呈する。10と 同一回体と考えられる破片が37号住居跡

の覆土中から出上している。

45号住居跡 (第 43・ 44・ 45。 49図、第 1表 -2・ 第 4表、図版12・ 19)

位置 H-3グ リッド 規模 東西5.09m、 南北4.73mを測る。 覆土 壁際に三角堆積が見られる以外は

安定した水平堆積。確認面より最大30cmほ どで床面に至る。 床面 水平に構築される。住居北西部と外縁

部に部分的に軟弱な部分がある。 周溝 住居南東部で断絶する以外全周する。 カマド 住居東辺、南寄

りに構築される。掘り方の規模は105cm X 87cmを 測る。カマ ド左袖の石組みは残されるものの、右袖は撹乱に

より欠失する。支脚を固定するピットは確認されていない。煙道部側からの上砂の流入により埋没している。

掘り方燃焼部底部は被熱赤変が顕著。カマ ド両袖外側に小ピットが穿たれている。カマ ド上部構造に係わる

ものであろうか。 柱穴 不明。 その他の施設 住居南西コーナー部に袋状の上坑が掘削されている。形

態的には貯蔵穴を想定させるものであるが確定的ではない。また、この住居でもカマ ド右袖周辺に人頭大の

石を平らに設置した土坑が検出されている(ピ ット1)。 土層観察からは土坑の覆土上部と言うより住居床面

直上の位置からの出上である。35号住居跡等と類似したものであろう。 遺物出土状況 遺物の出土は全体

に散漫で、僅かにカマ ド、及びピット1に集中が見られる。

遺物 食膳具 甲斐型30g、 信州系295g。 煮炊具 甲斐型甕1,270g。 須恵器22g。 灰釉陶器 3g。 2の内

面はヘラミガキが粗雑化し、光沢がない。外面に 2ケ所「中」を墨書する。 3は 内外面黒色処理した耳皿。
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第43図 45号住居跡 (S=1/60)
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第46図 46号住居跡 (S=1/60)
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第47図 46号住居跡 カマド (S=1/30)
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第48図 46号住居跡
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第49図  45号住居跡出土遺物 (S=1/3)

第50図  47号住居跡出上遺物 (S=1/3)
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6は刀子か。

46号住居跡 (第 46・ 47・ 48図、図版13)

位置 H-4グ リッド 規模 床面以上を全て削平されており不明。床面の残存する範囲は東西4.66m、 南

北3.18mを測る。17号土坑 と重複するが先後関係は不明。 床面 水平に構築される。全体的に軟弱。 周

溝 検出されていない。 カマ ド 住居東辺に構築される。掘 り方の規模は73cm× 79cmを浪1る。石組みカマ

ドだったのか底部に小ピットが穿たれている。覆土中に焼上が見られるだけで、掘 り方底部は被熱の痕跡が

明確でない。 その他の施設 覆上に焼土ブロックを含む土坑 (ピ ット3)が検出されている。性格不明。

また、プラン内にピット1・ 2があるが住居に帰属しない根拠が薄いため住居内の施設とした。性格不明。

遺物出土状況 図化できる遺物の出土はない。

遺物 食膳具 甲斐型 4g、 信州系 5g。 煮炊具 甲斐型甕155g。

47号住居跡 (第 50・ 51。 52図、第 1表 -2、 図版 13・ 18)

位置 H、 I-7・ 8グ リッド 規模 南半を削平により欠失していることより詳細は不明。東西3,78m、

南北3.55m以上を測る。 覆土 黒褐色を呈し、炭化物粒子を少量含む。 床面 住居南半を欠失する。そ

れ以外では住居北側の一部が軟弱になっている。全体に東下がり、南下が りに構築されている。 周溝 床

面の確認されている範囲ではほぼ全周する。 カマ ド 住居東辺やや南寄 りに構築される。掘 り方の規模は

77cm× 69cmを 測る。掘 り方外周部を溝状に彫 り込んでいるものの底部に小ピットが見られることから石組み

カマ ドだったと考えられる。掘 り方底部は被熱赤変している。 その他の施設 住居南辺に土坑 (ピ ット1)

が穿たれている。性格は不明。 遺物出土状況 カマ ド内、ピット1内から小破片となって僅かに遺物が出

上している。

遺物 食膳具 甲斐型16g、 信州系 3g。 煮炊具 甲斐型甕790g。 須恵器22g。

その他の遺構 と遺物

1)上  坑 (第53図、図版14)

i3号土坑 B-4グ リッドに位置する。長軸108cm、 短軸100cmを測る略楕円形プランを呈する。覆土は主に

斜面下位の南側からの上砂の流入で埋没している。このことから自然堆積ではなく埋め戻されたことが確認

される。土坑中央、覆土中位に拳大～人頭大の礫が投入されている。帰属時期は出土遺物がなく不明。

14号土坑 D-3グ リッドに位置する。長軸92cm、 短軸68cmを測る楕円形プランを呈する。断面形状は上端

よりも下端の方が張り出した形態で、底部に不整形の小ピットが穿たれている。覆土上層に拳大～小児頭大

の礫が敷き詰められている。出土遺物は無いが平安時代の36号住居跡を明らかに掘り込んでいることから、

それ以降、中世遺物が周辺の黒色土層中から出土していることから中世の遺構であろうか。

15号土坑 D-3グ リッドに位置する。重複している平安時代の住居36号住居の周溝を破壊しており、同住

居覆土中にも礫が分布していることから明らかにこれよりも新しいことが確認されている。調査時の上面確

認ではそのプランが不明確であったことから住居の調査を優先し、結果的に逆堀となっている。その規模は

長軸120cm、 短軸70cm程度、36号住居の周溝を破壊していることから深さは50cmを上回る。平面形は楕円形プ

ランを想定している。覆土中～上位に拳大～人頭大の礫が投入されている。出土遺物がなく、帰属時期は不

明であるが14号土坑と同様中世の遺構が想定されよう。
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第5,図  47号住居跡 (S=1/60)
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16号土坑 E-3グ リッドに位置する。長軸■4cln、 短軸71cmを測り、深さは確認面より10cm程度と浅い。不
整形プランを呈する。覆上に人頭大の礫を包含する。帰属時期不明。14・ 15号土坑との類似した立地から中

世に帰属するか。

17号土坑 H-4グ リッドに位置する。46号住居と重複するが先後関係は不明。直径85cmほ どで、略円形プ
ランを呈する。深さは確認面から18cmを測る。帰属時期不明。

18号土坑 D-3グ リッドに位置する。直径80cmを越す木の根に包含されて人頭大の石が出上していること
から、何らかの遺構と判断し精査したが明確には確認されなかった。木の根除去後に改めて精査した結果地

山確認面に僅かに掘 り込みが認められたことにより上坑であったことが確認された。規模は底部付近のみの

確認ではあるが現存直径50cm程度で、不整円形プランとなる。帰属時期不明。

19号土坑 放流渠管渠敷設に伴う確認調査のトレンチ内で検出されている。G―■グリッドに位置する。直
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第56図 遺跡出上古銭 (S=1/2)
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径70cm程度で、略円形プランを呈する。覆土は黒褐色を呈する。帰属時期不明。

2)竪穴状遺構 (第 54図、図版15)

I号竪穴状遺構  I、 J、 K-6,7グ リッドに位置する。ここでは便宜的に竪穴状遺構としたが全体に浅
いため斜面下部ではプランが確認されていない。そのため性格は不明。あるいは斜面上部を削平してテラス

状に造成したものか。 lm前後の石の抜き取りの痕跡が見られる。北側中央立ち上がり付近から古銭 (第56

図 2・ 5～ 8)が 6枚、藁状の炭化物と共に出上している。埋葬に伴うものであろうか

3)溝状遺構 (第 3図参照、図版15)

5～ 7号溝 必ずしも全体が把握されてはいないが、方向性や規模の類似性から一連のものと判断している。

現行の地籍図、旧地籍図とも整合しないものの斜面上部ほど深 く掘られていることから旧道路ではなく、水

流の痕跡もないことから地境の溝を想定している。

8号溝 尾根地形の肩部に位置し、水流の痕跡を伴う。人為的に掘削された遺構ではなく自然に発達した溝

であろう。

9号溝 放流管渠敷設に伴う確認調査のトレンチ内で確認されている。部分的に検出されているのみのため

性格は不明。帰属時期不明。

4)その他の遺物 (第 55・ 56図、第 2・ 3表、図版19)

第55図 1は 12号住居跡再調査時の覆土中からの出土。美濃光ヶ丘窯後半期の灰釉陶器坑。内面にハケ塗り

で施釉する。 2は 7号溝状遺構覆土出上の須恵器甕頸部破片。 3は 6号溝状遺構より出上した施釉陶器坑。

近世の所産か。4は 7号溝状遺構覆土出土の祗石。現存長5.3cm、 重さ22.3g。 5は 8号溝状遺構覆土出上の

祗石。現存長7.9cm、 重さ76.5g。 6は D-3グ リッド出上の釘か。重さ6.5g。

古銭は昭和のものも含めて11枚出土した。内訳は洪武通費 2枚、永楽通費 1枚、寛永通費 4枚、 1銭 1枚、

不明 3枚であった。

肉 I△2篭3通4aeと 電Э″
7｀凋9乱

~団 Eら3ぬ M臥 5

ワ;∂17脚 18=硲 19□209劉

第57図  遺跡出土塁書土器 (S=/3)
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挿図番号
主
古
Ｈ
枡 器 種

法    量
口・ 高・ A(cm) 調整技法の特徴 色 調 胎 接 合 状 況 備 考

弟 8図 -1 im"、 11変 型lrN 外面ヘラケズリ、底那回転糸切 り後、不完全な 5YR5/8明 赤褐 V分魂単楽尋Pア含み、砂粒白色粘土 「良」墨書

舛 8日 -2 外価ヘラケズリ、llk部ヘラケズリ II良 赤色スコリア?み 砂*ヒをわすかに
含む

「艮」「本」_rk書

第 8図 -3 ■師、甲涯型イ の方れ〕が逆である。 10YR6/6朔黄褐 札 R、砂 赤色スコリアを多く含む
口33%、

舛S X3-4 上師、コI斐 型」不 外71ヘラケズリ、底苫Lヘ ラケズリ 5YR5/6明 赤鵜 に133%、

第 31J-5 L師、甲光型lFN 外hiヘ ラクズリ 7 5YR5/6け I褐

"丹

魂隼桑尋Pアを多く、砂社黒雲μ「i33% Pit4PI、 Pit4-fF

第 81コー6 上師、甲斐内黒邦 15160S(48) 外lkヘ ラケズリ 外 -5YR5/6 り〕赤
ib、 内一黒

綺良 赤色スコリアを少ユ、砂粒をわすか 曰25%

第 3スト T 上 師、P賀 内早 l FN 外�ヘラケズリ、底部回ほ糸IIJり 後外用の―
部をヘラケズリ、 懸∴変紀金属み子客急

く含み、砂粒を含
底IOO%

第 81J-3 上IT甲 斐型皿 5YR5/6明 赤褐 r青良、赤色 ス コ リア を少 :i、砂粒 をわすか 口33%

第 3図 -9 上4V皿 各甲昴妻隷オ著導定オす
°ちヘラケズリを本 10YR6/6明 貫

常あ整栃危睾をЯ宇努T妻乗デ
リア半逐 口25% カマドP20 甲斐型皿とは異な

Jと ,1'、 In 外面ヘラケズリ 7 5YR6/6 撃宗笹雰汽
夕く・/‐む。赤色スコリアをわ 口33% Pll 毒討!孵ゼじ砲|

第 3図 ■ 1 土 F市、内黒 jf 内面ヘラミ方キ、底部回転糸切 り 本―10YR7/6明 貢
褐 内一累 (酸化) 砂 と砂社を含み 黒雲母を多く含む カマ ドP19

舛 8は ■2 ■肘,、 内黒イ
守聡 三∫

オキ 底ヽ部回転糸切 卿 子のつ く 外 -5YR5/6、 内一雫
(酸化) h1/Sと 昇雲好を含み、秒粒を多く含む

口33%
底100%

P12 P18 カマ ト
P19 カマ ドー指 落あり。形態から

はネと異なる.

第 S図 ■3 上師 内黒 lTN 内面ヘラミオキ、底部回転糸●」り 外 5YR4/6赤 褐、
内―黒 懲患

含み、砂社を多く含む 黒雲母を少量 口25%
底00% P26 P2 Pll カマ

ドー指
落あり。12と 似て
おり、イとは異なる.

第 8図 ■4 上師 甲斐型小変 脚 獄毛tXttF離 ,↓F謙柔巽第計内面とOYR5/2灰 黄褐 砂 砂粒 金色の雲母を含む
口80%、
PA100% P16P25922P5
P7P2カ マドー括

弟 S図 ■5 ±1市、甲斐型小疑 内面―横ハケ、外面―縦ハケ、底部―木来痕 禍、内 7 5YR5/4
イこおⅢ 褐ヽ

砂を含み、砂粒 金色の雲母を多く含む 底66% カマドP6

第■ lX3-1 外面ヘラタズリ、底部ヘラケズリ 外 7 5YR6/6桂 精良、砂を多く含んだ粒の細かい土 砂粒
を少 tl含む

口33%、
底100%
P3P5カ マ ド
P19、 一指

甲斐型とは明らか
に異なる胎上であ

第111」 -2 ■師、内黒不
内山1ヘ フ ミ〃 キ、瓜部 回転 ス切 り後―部 指 ナ 外 10YR6/6け,交

貿5滓ち覇そ摯ぎ
を多く含む。赤色口20%、

底100% P8

土師、内黒 IrN 内両ヘラミ才キ、広都同ほ系切 り 外ヤ 5YR6/6橙 竹ギ禁た曇芦母を含
み赤色スコリアを カマ ド(P17 P囲

P30 P35)一 括
第■Fkl-4 土師 内黒イ 内面ヘラミオキ、IA部回転糸切 り 外 7 5YR6/6切 砂 砂粒 黒雲母を含み ホ色スコリア 半

ドー括

第1l Xl-5 土師、内黒 1/・ 内面ヘラミオ主 外-7 5VR6/6括 砂 砂位を含み、烈雲母を少工、赤色スコ
リア キ涯明鉱物粒子ケわすかに

'す

|
口33%

第■図-6 上師、内黒皿 内面ヘラミガキ、底那回転糸●Jり 砂 妙14を 含み、果芸母を少■、半遊り,鉱
物粒子をわすかに含む

口25%
カマドP3

第■日-7 土師、甲菱型爽 い 6)一 ― 鼎移製獄縣落蓋蹄OW~凝
ナス体部内両 10YR3/2果褐 砂 砂粒を命み、金色の雲Ⅲを多く含む 口25% Pl カマド2Pl

舛H図 -8 土師 甲愛型小菱 (169)一 ― 以葎D科ぱ監江孫星傍lμ報
ナア、体部内n 5YR4/3に おttヽ 赤 国25% カマド(P24P27)

第121tj-1 371こ tBI、 甲斐型 lFN 外面ヘラケズリ、嵐部ヘラケズウ 5YR5/6明 赤褐 精良、砂粒を少 tt含 み、赤色スコリアを含

第12図 -2 I節う、41斐内黒イ 内面放射状暗文 外面ヘラケズリ 常良 赤色スコリアを少量含む 口25% カマドP22

第12図 -3 上師、¶変ml型 外面ヘラケズ J底 部回転糸切 り 7 5YR4/61登 望y名鍵蕊第棘碧牟乳準ξゞ化をす.ヽ
黒

第12図 -4 上師、内黒イ 内面ヘラミ才キ、/A部 回転糸切り 外 10YR6/4に お〔砂を,み、れ少粒 tI去 けを少■、赤色スコ
リア 半透明鉱物粒子をわずかに含む

口20%、

第12図 -5 土師、内黒坑 ― 一 稿台径60 辞澤字子亭
ガキ 瓜`晋トー回ほ糸切り後、高台を 外-7 5YR5/41こ よ

少甘 半透明鉱物粒子をあずかに含む 底100%

第12国 -6 土師、甲変型小空 拭晉r肥【手み撃除鼎ギ津漏〔少あ寧
ト10YR3/1黒 褐 砂 砂壮を含み 金色の妻母を多く含む

底100%
口縁部 に二次被 熟

第12図 -7 須忠、壺 P ― ― 高台径30 ロタロナデ、底部と高台の接合部にすデ 75Y5/1灰 粘良、白色の砂粒を少五含む 底100%
滅が jrt行 してい る

第19図 -1 38住 土師、内黒 内面ヘラミオキ、戊部回転糸切 り
IOYR6/4に か tヽ 責

砂を含み、砂粒 黒雲 EJを 少工含む 法100%

第 19図 -2 上師、甲」/1型小菱 (16分 一 一 晨甲昇孫熱舌語ど解0そ総 占輔◆口
7 5YR5/4に よ 日33% P14カ マ ド(P9P18 P19 P25)

第19図 -3 須恵 疑 内両―当て具による庄痕、外面―タタキ 5Y5/1灰

第22回 1 土師、甲変型イ 外 F「ヘラクズリ、底都回転糸切 り後、外間ヘラ 7 5YR6/6燈 砂を含み、砂社を少 Li、 赤色スコリア 半 底33% 住居一括

第22図 -2 土Fll、 T要型皿 7・l面―ラセン】人1皆文、外面―下部を回転ヘラ
ズ リ 底 部―回転ヘ ラケズ リ YR5/6 111ttrB 桁良 砂粒を少と、赤色スコリアを多く含

み 白■ ll土 ケわすか に含す| 「真」墨書

第22図 -3 i師、内黒イ 内面―ヘラミオキ、底部―回転スtlJり
黄笹

砂 を,み 、砂 ITを 少 i、 H・I雲母 赤 色 ス コ 回66%、 P8 -指 「七」墨壱

第22図 -4 上師、内黒イ 内面―ヘラミオキ、底部一回転ネ切 り 外 10YR5/4に おヾ
い黄褐

砂 砂粒 黒雲Ⅲをケみ、赤色スコリア
透明の鉱物粒子をわずかに含む

口50%、
底50%

第22図 -5 上師、内県 ITN 内面―ヘラミ〃キ 底部一回転糸 ulり 外 10YR6/4に ぶ
い黄笹

秒 を含み、砂粒 黒要母 を少遣、赤色ス
リア 半透明鉱物粒子をわずかに含む

底100% 1石□J或 いは1右

第22図 -6 上師、内黒イ 内面―ヘラミオキ 底部―回転糸切 り 外 -10YR6/41こ よ
いす橙

砂 と黒雲母を含み 砂粒を少量、半透明の 口33%、 P13 P14 Pit3-括

第22図 -7 土師、内黒郭 内面―ヘラミ〃キ 舛 -7 5YR6/11こ お甘
い黄橙

砂を含み、砂粒 黒雲母 半透明の鉱物粒 口33% Prカ マ ド南石組P5

第22岡 -8 土師、甲巽型駆 (300)一 ― 蹄9夏球絲)偽き欺み金即
~横ナデ、螂 Aru

砂 砂粒を含み 金色の雲母を少量含む 口20% カマ ドP5P6住 居

第22図 -9 上師 甲斐型整 易鬱母癬瀧tX絡島伊金F~績
ナデ、卿内面 l」7を 少三 砂粒 を多 く、金色の讐母 を少 II 口33% カマ ド商石組P3

第27図 -1 土師、甲斐内黒イ 界署I雫早ど哲談製ヨ拶勢|え猛凱kアメTキ 外ヽ 7 5YR5/4に よい褐
精良、赤色スコリアを多く含み、半透明の
鉱物粒子 白色粘■をわずかに

'む

口20%、
底25% カマ ド南石組 P3

上師、甲斐型皿 5YR5/6明 赤褐 筆祭i菫身台
ヨリアを含み白色粘土をわ口25% カマ ド南石組P4

第27岡 -3 上師、内黒イ 内面―ヘラミガキ、底部―回転糸切 り 外 -10YR7/4
い黄崎

砂 黒雲母を含み、砂粒 を少笠、半透明の
鉱物粒子 赤色スコリアをわすかに含む

口80%、
底100%

P6カ マ ドP12 Pit7
媒か塁が付諸

第27図 -1 土師、内黒 lTN 内面―ヘラミ//キ 底部一回転糸切 り い黄橙
砂 砂粒を含み、黒雲母 半透明の鉱物粒
子 赤F・ スコリア″少言令Ⅲ

口50%、

第2夕図-5 土師、内黒 lTN 内面―ヘラミガキ 底部―回転糸切 り 物を阜珠留昇ヨ為寿身転客芽丸皇勇甲
鉱口33%、

第27図 -6 上師、内黒イ 内面―ヘラミオキ、底部―回転系切 り IJ/を 含み、砂 粒 巣学母 半透 明 の鉱 物 粒
子を少と、赤色スコリアをわずかに含む

口90%
底100% P16 P18 -括

内面に器面の荒れ

第27図 -7 土師、内黒jr 内面―ヘラミガキ FA部一回転糸切 り 外 IOYR6/4に おせ
子 赤色スコリアをわずかに含む

口50%、
底90% カマ ドP12 -猪

第2夕図-8 土師、内黒筑 ― ― 商台径68 囚デ 10YR6/6R71黄褐 学ザ翌肖色静 斎
芸げ半透明の躯物粒 底33%

第27FX1 10 土師、甲菱型鉦 9901-一 叩甲麹矯聯甲
~横ガ、螂内面7 5YR4/2灰褐 砂、金色の雲母を含み、砂粒を多く含む 口33%

第27図■ 1 ■師、甲斐型班 (29 1) 一― ―― 聯α耳瀧tX格景緩でコ
~横ナデ、脚内面7 5YR5/3に よ

褐
砂を含み、砂粒を多く、金と黒の要母をわ
すかに命む

口20%
P14カ マ ドP14住
居一括 カマ ド商石

41住 土師、甲斐型 ml 外面―ヘラケズリ、底―ヘラケズリ 5YR5/6明 赤禍 桁良、砂を少量、赤色スコリアを多く含む
口66%、

翌書「収取」

第31囲 -2 上師、T斐型皿 外面―ヘラケズリ、llt―ヘラケズリ 5YR5/6明 褐 砂 白色格上を少比 砂粒 赤色スコリア 口66%、 I P2 -括 _C・書「一丁J2

第31図 -3 i師、甲変型ldl 外m―税方向ヘラクズリ、底音[―ヘラケズリ 5YR5/6 FTI褐 濡良、砂を少五と赤色スコリアを含む
回33%、

第 1表 -1 住居跡出土遺物観察表
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挿図番号 器 種 fI 高・ 戊 (cm) 調整技法の特徴 色 調 接 合 】大 況 備 考

第31図 -4 it市、内■lr 山F萱 F―ヘラミカキ 底部―Fnlほ糸切り PitlP6  - lr

第31図 -3 i師、甲斐型交 (32 6) 一― 一 10VR3/2黒褐 砂 金色の雪母を?み 砂粒を多く、■1争 Ⅲ25% 一fr 住居一括

第31区1-6 な忠 ネ P ロクロナテ、口縁謝
`に

ナデ 5Y5/1(貨灰) 白色の砂れを多く含も 1125%

第31図 -7
150 275 高台 ロ クロナデ、瓜剤Чよ ..l台接今士Lに 独 いナデ、ネ 5YR6/1(灰 ) II七良、4色ヽ子をわすかに含む

狼投栞 佳90サ 牢―

舛34図 -1 42住 :ヒ lI、 内黒)11 内面ヘラミオキ は部―に1ほ糸切 り
砂を含み、砂粒 黒雲母を少LI半 透り1の 口20%、

一 括

第34図 -2 上師、ロクロ小襲 (113)一  一
7 5YR6/41こ おヽ 朽良 砂 を少 Li、砂 I‐ キ芸けをわすかに 「133% (P7 P9)‐―lf

第34図 -3 上師、〒菱型斑 ●291-―
口縁内而―横ハケ、日忌外而―能′ヽケ後枯上財
りllけ その上か ら積ナデ、休言

`内

面―llハ ケ、
砂を行み、砂粒 llの小さい金色の箸母を
多く

'む

口25% カマ ドP5 P22P23 -括

第34図 -4 土師、甲斐型褒
“

縁内面―概ハケ、山法外面―積ナデ、体部内面 5YR4/31こ オ い赤 砂を含み 炒位 IIの大きい命色の芸 Ljを
多く含む

f120/。

第38図 -1 上師、甲■型jjr 内 ll―放射状暗文 5YR5/6明 赤褐 コ33% P17 -括

第38図 -2 モ師 蓋
砂 を,み、41/粒 を少互 l■ tt fl半 透明の

第38図 -3 上1師 武蔵型塑t (130)

'そ
れ以下は縦ヘラクズリ、内向―ナデ 褐

上質、砂粒夕、雲 |サ 石央

“

石 Jヽ石わ l,33%

第38図 -4 ft憲、壺 ユ ― ― 高台経■ 8
ロタロナア、底部―ナデ lIR判∫と市台の IPA令青ト 5V5/1灰 活虫 白色の砂粒を多く含む lit50%

P(2 3 4 U 10
18 19)

第39図 -1 ■師 内黒ネ 内面―ヘラミオキ、底部―世転系 Lllり 砂を含み、砂粒 黒雲母をわすかにすむ
口50%、 P17カ マドP5カ マ

第99FX-2 ■4F、 内黒ネ
外10YR7/3に よ サ 砂 を含み 砂粒 赤色 スコリアを少ユ 黒 IJ 25%、

第39図 -3 上師、内黒lr
外-7 5YR5/41こ ぶ 砂を含み 砂trを 少旦、黒芸母をわすかに

猛

第30図― 上師、内黒 IF 内i■―ヘラミオキ、Å部―団ほ糸切 り
外―IOYR6/41こ 本 砂 を少li含 み、砂粒 ,工雲 IJ・ 赤色スコ

アをわすかに今む.40住 -7と lllた肝1土 Pit4Pr住 屠一括

tFl内 黒」t 十 ~高 台径65 内 LVH―
ヘ ラ ミガキ 底那 ―回転糸●

lJり
、高台核令 外 -10YR7/41こ ぶ

い前精 リアをわすかに今む 氏90%

第39図 -6 土師 ql迭 型小菱
口縁内FΠ―猟フヽケ、口稼外 nf―税ナデ 体部内山〕
―村ハケ、体部外面―縦ハケ

5YR3/31旨赤ilJ 」50% P21 -括

第39図 土師、中警型狙 嵐 .Vl―木史放
砂 砂粒を少jt含み、工と金の要IJを 底50% P23 -名看

第39図 -3 上師 甲兆把菱 一  ―  (9 2) 10YR3/2ユ褐 砂 を少 Li、砂粒
/‐ 色の要 llを 多く、黒娑

底?5% Pl ―括

第39図 -9 笈恵 短頸益
ロクロナデ 内外面に施釉、内面頸司に 1よれ1か 75Y5/2灰 オリ ヨ色の砂粒を大■に含み 2-5 mm大

小石
'わ
すかに含む 底100%

第39回■0 須慰、■ ? 内面―ナデ、外面―タタキ、ド端にすデ
I勺 -5/ 灰、外 25
YR3/31と〃1侶 は100% 広部に粘上を貼 り

第49fXa-1 45住 ■師、内黒イ 内面ヘラミガキ
外 -10YR6/41こ 砂 と砂粒 を少↓ 含み 燕ケ け 透 り〕の」lA″

粒子 ″わすかに含む

■ 1市、内黒 ul 内面―ヘラミ/・ キ 底部一回転糸切り
外 -7 5YR6/41
い1詭 含 む

口33% 「中J墨 群

第49図 -3
=LI市
内外黒耳m 内外面―ヘラミ才キ、底部一回1拡糸切り

カマド(PI P2)カ マ

第49図 -4 土師、甲迭型空 990-― ―横ハケ 体苫卜外面―leハ ケ後ヘラミオキ
25Y5/2暗灰式 砂 を含み、Il1/N粒 黒雲 tJを 少量含む 口18%

上,W、 T変 型コ〔
休吉卜内止i―横ハケ7kび ナデ、体部外 IE― 縦ハケ
後ヘラミオキ、底―木楽皮

外■OYR3/1黒 褐、
内-10YR5/2灰 大褐

砂 砂ltを 含み、粒の小さい金色の雲母を
多く含む

底25%
カマド(P4P9,3
-括 )Pit2P5 Pit2-

第50図 -1 t匈 F、 甲斐 型型
口縁内面―横ハケ ロ稼外面―損ナデ 体者卜内面 5YR4/4 1こ 】せい 赤

拙 砂を少 It、 砂粒 金色のど章村を多く含む H25%

第 1表 -2 住居跡出土遺物観察表

第 2表 住居跡出土以外の遺物観察表
挿図番号 器 種 日・ 高 炭 (cm)

調整技法の特徴 色 調 胎 残存孝 せ蟄 接 合 状 況 考

第55図 -1 12住 灰 rl I筋 器 筑 (165)52高 台 内外面―ロクロナデ、TIItth―高台との教介訃に
ナデ fIはハケ4り

25Y7/1灰 白 口5%底 50% 12柱一拓

第55図 -2 須忠、犯
内両―ナデ、外面―積方nに 波線 と波状文を交
二に施す

内 -10YR3/2黒 樹 、外
25Y6/2灰 黄

れiR白 色白色粒子と赤
色粒子(ス コウア?)を少

第55図 -3 6泄 施rl陶器 娩 一 一 高台径 53
部には トチンの夜跡が残る。高台は削 り出し

粘良、白也白色粒子 黒色 底100% Pl

第 3表 古銭一覧
挿図番号 出土地点 銭 種 初鋳年 直径 (cm) 重 さ (g) 儒 考

第56図 -1 40号仁居 永楽通費 2 45 2 65

第56図 -2 l号竪穴状遺構 24

第56図 -3 B-8 洪武通貨 1368 23 20

第56図 -4 C-3 究永通女 24 2 75

第56図 -5 1号竪穴状遺構 洪武通貨 23 34

第56図 -6 寛永通費 23

第56図 -7 寛永通費 23

第56図 -8 25

Ю 6

3枚 が接着 して
いる。全て同じ撹
乱部分か ら出土
していることか
ら、六道銭の可能
性が高い

第56図 -8 24

第56図 -8 23

第56図 -9 i-5 1銭 昭和16年 16 07

第 4表 墨書土器一覧
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第 4章

1 寺所遺跡出上の文字資料について (第 57図、第4表、図版20

本遺跡で確認された文字資料は塁書土器に限られる。以下にそれらをまとめる。

35号住居跡

5点確認された。「艮」が 3点、「東」?が 1点、 1点は判読不能であるが、 9号住居跡に出土例のある「地」
の偏の部分 とも考えられる。第 8図 2は「艮」と書かれた反対側に「入」という記号のようなものが書かれ

ている。「艮」は34号住居跡に出土例がある。

36号住居跡

1点出土しているが判読不能である。

37号住居跡

カマ ドより1点出上しているが判読不能である。

39号住居跡

5点出土している。「真」あるいは「直人」 1点、「七」 1点、「石□」あるいは「右□」 1点、 2点は判読
不能である。「七」については「地」の偏のみを書いたものとも考えられる。

40号住居跡

2点出土している。両者とも判読不能である。

41号住居跡

2点出上している。両者とも判読は困難であるが第30図 1は「収取」P、 同図 2は「一丁」であろうか。

43号住居跡

2点出上している。第57図 9は「万」と考えられる。 1点は判読不能である。

44号住居跡

3点出土している。「七」は「地」の偏の部分か。第57図 12は「魚」か。「魚」は大泉村原田遺跡 2号住居

跡に出土例がある。 1点は判読不能である。

45号住居跡

3点出上している。「中」は隣接する12号住居跡でも出土している。第57図 15は「魚」か。 1点は判読不能で

ある。

遺跡 (第 2次調査)一括資料

5点確認された。第57図 17は「真」あるいは「直人」、同図18は 「道」か。他は判読不能。

1号竪穴状遺構

1点出土しているが判読不能。

第 1次調査で出上した墨書土器は「福」①と書かれたものが圧倒的な数量を占め、破片資料を含めれば34

軒中15軒の住居跡から出土している。しかし、今回の調査では「福」と確実に読める資料は認められない。

一方、第 1次調査と今回の調査で共通して認められた文字として「艮」(34'35号住居跡)、「中」 (12・ 45号

住居跡)があるほか、「七」が「地」の偏の部分だけに省略したものと考えるならば、 2・ 9。 39号住居跡で
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出上していることとなる。しかし、第 1次調査で「七」と省略したものは認められない。

墨書を行 う土器は、甲斐型及び信州系とされる黒色土器の食膳具に限られ、両者に区別なく墨書されてい

る。今回の調査では甲斐型14点、信州系14点であったが、これには各住居跡で甲斐型、信州系どちらの食膳

具を主体的に使うかが大きく関係 している。

墨書される器種は杯が数量的に最 も夕いが、皿への墨書も目立つ。全出土量における墨書土器の比率で考

えると皿の方が高い比率になると考えられる。墨書される部位は休部外面が基本であるが皿に 2点、底部に

塁書するものがある。その方向は正位が多数を占め、逆位は少数である。

(1)報告書では「侶」とされているが、山下孝司氏は文字の分析から「福」としている。その他似た文字について

は「修」の草書体、「禍」の車書体の可能性を指摘している (山梨県教育委員会 1987『寺所遺跡』、山下孝司

1994「墨書土器に関する一考察―寺所遺跡に見る墨書土器のありかた一」『山梨考古学論集Ⅲ』山梨県考古学

協会)。

寺所遺跡43号住居跡出上の武蔵型甕について

43号住居跡から出土した武蔵型と考えられる甕は、頸部直下に最大径があり、胎上は砂粒を含むものの赤

褐色の緻密なもので、頸部を直立させて口縁を外傾させる、いわゆる「ヨ」の字型の口縁を持つ。また、強

いナデを頸部と体部の境及び口縁部に、ヘラケズリを頸部直下は横方向、それ以下は縦方向に行う。以上の

特徴は武蔵型甕と共通し、胎土も甲斐型甕とは異なることから、この甕が甲斐国内で模倣して作られたもの

ではなく、武蔵型甕を生産、あるいは使用する地域から製品の状態で運ばれてきたものと考えられる。

本遺球は入ヶ岳南麓に位置するが、この地域は黒色土器と灰釉陶器の出土量が多いなど、国府周辺の上器

様相とは異なる特徴を持つことから、以前より信濃国とのつながりが指摘されてきた。信濃国内での武蔵型

甕の分布は広範囲に渡るが、特に東信地方では武蔵型甕が10世紀初めまで煮炊具の中心的な位置を占めてい

た (D。 長野県の編年からは 8世紀前半に出現する武蔵型甕が、 9世紀前葉にはそれまでの「 く」の字型から

「コ」の字型の口縁に変化し、10世紀以降「コ」の字型が崩れていくという変化を見ることができる②。こ

れに従えば、頸部の直立がはっきりしている本遺跡例は 9世紀後半に含まれるものとなる。口縁部の形態と

伴出する甲斐型土器からは今回出土した甕が後述する県内の出土例の中では最も新しい時期のものと判断さ

れる。また、佐久市莉沢遺跡の報告oでは武蔵型甕を回径から3法量に分類しているが、中型に含まれる本

遺跡例には台付と無台両方の可能性がある。

山梨県内では寺所遺跡以外に甲府市桜井畑遺跡ぃ、韮崎市北下条遺跡 0、 高根町湯沢遺跡 0、 同川又坂上

遺跡0で出土例があり、少ないながらも北巨摩地域に分布が偏る傾向も認められる。しかし、各遺跡とも 1

個体の報告に留まっており、その出土数は非常に少ない。また、ある時期に集中して出土するような現象も

見られない。このような出土状況からは甕が本来の使用の目的のために運ばれてきたとは考え難く、何かの

付属品として、例えば容器として運ばれたとも考えられる侶)。

(1)長野県教育委員会 側長野県埋蔵文化財センター他 1991『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 2

佐久市内その2本文編』

② (1)文献及び

長野県教育委員会 。働長野県埋蔵文化財センター

1990『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書4松本市内その1総論編』
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1997『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書16長野市内その 4篠ノ井遺跡群遺物編』
1999『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書26更埴市内その 5更埴条理遺跡・屋代遺跡群古代 1編』

俗)(1)文献及び

佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター 1988『 莉沢・蔦石』

御代田町教育委員会 1995『下荒田遺跡』

徳)山梨県埋蔵文化財センター他 1990『桜井畑遺跡A・ C地区』
傷)韮崎市教育委員会 1991『北下条遺跡』

脩)山梨県埋蔵文化財センター他 1990『湯沢遺跡』

檸)山梨県埋蔵文化財センター他 1993『 )II又坂上遺跡』

(8)(1)に 同じ

寺所遺跡のカマドの掘り方について

本文中の事実記載でも触れておいたが、カマ ドの掘 り方を溝状にほぼ全周させるものが39・ 41・ 43号住居

跡から検出されている。これらは石組みカマ ドに見られる、石 を設置するために掘られる小ピットの連続し

たものとは明らかに異なる様相を示している。39・ 41号住居跡はほとんど覆上が無いほど表土流出が顕著 (現

在の表上の意味で、平安時代当時から同様な状況であれば、むしろ平地式の住居であった可能性 も考慮 され

る)で、比較的覆土の安定していた43号住居跡は肝心のカマ ドの部分が大きく撹乱されている等、いずれの

住居跡も依存状態が不良で、煙道部等カマ ドの構造が明らかになっていない。また、41号住居跡のカマ ド周

辺に僅かに石が散乱 しているものの、果たしてこれらがカマ ドの構築材であったのか確証を持てない上、粘

土等、他の構築材の痕跡も残されていない。このような状況からここではこの掘 り方の痕跡を置きカマ ドの

ものである可能性を指摘しておきたい。

現在までに置きカマ ド自体は破片を含めて夕数の遺跡から出土しているものの、その出土状態から使用形

態を明らかにできる資料は管見に触れない。屋内で通常の調理等の機能を想定していいものなのか、補助的

あるいは臨時的に設置されて、生業に関わり使用されたのか、あるいは屋外で使用されたものなのか等、置

きカマ ド自体の性格を今後明らかにしなければ結論の出せない問題 と考えられるぃ。

(1)置 きカマドを祭所E具 とする説もあり、その論拠として完形で遺存するものがほとんどないこと、造り付けのカ

マドが存在し、あえて日常の使用に供するとは考えられないこと等が挙げられるが、積極的な論拠に乏しいと

言えよう。最終的に祭祀に用いられ破却されることは十分考慮されるにしろ、当初から祭昴E行為に供するため

だけに製作されたとするには問題がある (岡野秀典 1994「 甲斐国の竃形土器」『山梨考古学論集Ш』山梨県

考古学協会 )。

寺所遺跡のカマド周辺施設について

寺所遺跡の住居内のカマ ドの出現位置は 1、 2次調査を含めてカマ ドの位置の確定できているもの42軒中

39軒が住居東辺の南半が93%と 圧倒的に多数を占める。この共通の規範もさることながら、ここで注目して

おきたいのがカマ ドに南接して住居南東コーナーに構築される土坑状の施設である。住屋東辺、南半にカマ

ドを構築するもの39軒の内、20軒がこの施設を有している。

この施設は本文中で触れたとおり浅く、平面ブランは略円形、あるいは不正形となる。規模的には柱穴が
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想定されるものに比べやや大きい傾向にある。また、単独の土坑状のものと複数のものが重複するものが存

在する。更に、この施設の上部に配石、もしくは石を蓋状に配したものが見られる。 1次調査については本

文中にそのような記述は無いものの、32・ 33号住居跡に配后状の石が検出されている。この内32号住居跡で

はカマド前面にも同様の配酒 とその下部に土坑状の施設が伴う。 2次調査では35・ 45号住居跡に蓋状の石が

検出されており、39・ 41号住居跡に配石が見られる。また、44号住居跡では礎石状に人工的に刻んだ石が蓋

状のものと同様な出土状況を呈する。以上の 7軒の内、 1次調査の33号住居跡は写真で判断する限りは異な

るのだが、他の 6軒については何れも石を平らに置くように設置されていることに注意したい。44号住居跡

で礎石状の石が検出されていることから他の 5軒についても柱の礎石 としての可能性も検討の余地はあるの

だが、これらを柱の礎石 とした場合、その下部の土坑状の施設は上屋の改修により最終的に機能していない

ことになる。また、柱穴配置の明らかな住居跡がほとんど無い中で、住居南東コーナーに限って礎石が残さ

れるという現象も理解し難い。更に下部の土坑状の施設の覆度堆積は 2次調査の観察所見からしまりはやや

弱いか弱い傾向にある。

このような状況からこの配石、蓋状の石の礎看 としての機能、ひいては住居南東コーナーの土坑状の施設

の柱穴としての機能は考え難い。ここでは下部の上坑状の施設の規模の差、単独、重複の別はあるものの、

この上坑状の施設の貯蔵穴としての機能を、同様に、規模の相違、下部施設との対応関係等、今後に課題を

残すが、酉己石を貯蔵穴の蓋石としての機能、あるいはカマ ド周辺という位置関係からこの一連の石を用いた

施設を棚状の機能を有したもの①として積極的に評価していきたい。

(1)近年、カマ ド周辺の竪穴壁に接して平行に設けられた段差のある施設を棚状の施設として機能的な空間を構成

するものとし積極的に評価する動きがある (平野 修 1999「 山梨県内における古代竪穴住居の構造一北巨

摩郡長坂町石原田北遺跡 Jマー ト地点の事例から一」『山梨考古学論集Ⅳ』山梨県考古学協会 )。 今回取 り上げ

た一連の遺構とは構造的に異なるものを指している。

寺所遺跡の平安時代集落の広がりと群別について

第 1次調査 C区の平安時代集落全測図と第 2次調査区の平安時代集落全測図を合成したものを第55図に掲

げた。寺所遺跡の平安時代集落は約 3万 m2近い範囲の中に44軒の竪穴住居跡と3棟の掘立柱建物跡から構成

される(土坑については平安時代の遺物の判出がなく当該期のものとは判断できない)。 この数値は調査区南

側の尾根上に未調査部分を含むことから今後の調査により修正が加えられる可能性はあるもののそれほど多

くの異動はないものと考えられる。

この測量図から住居跡間の切り合い関係がほとんどないこと、一定の間隔を持って竪穴住居跡が構築され

ていることが看取される。また、調査精度の問題 (1次調査は基本的にトレンチ調査により遺構の検出され

た部分を拡張して調査されている)、 当時の生活面の問題 (表土流出の顕著なことは先述のとおり)等制約は

あるものの現状で残された遺構から判断すると、この尾根上は居住域としてのみ機能しており、墓域や生産

域は別の地点に求めなくてはならないであろうことが指摘できる。

さて、集落内の住居跡の空間分布を見ると集落中央の10。 13。 24～ 26号住居跡、 2'3号掘立柱建物跡の

整然とした纏まりを一群のものとして、仮にこの集落の中央建物群 (以下中群とする。)と 位置付け、その以

北、以南に大きく集落の群別が可能であろう。ここで北群としたものを見ると3・ 4・ 7号住居跡とその西

側の17・ 20,32・ 33号住居跡の間が他の住居跡の立地と比べ若千離れて存在していることに気づ く。ここで
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は作業仮説としてこの間に境界を設定して 3～ 9。 22・ 28・ 30。 31号住居跡の纏まりを北A群、 1・ 2・ 16～ 21・

32～ 34号住居跡を北B群として群別する。同様に南群を見るとその分布から■ 。12・ 45。 46号住居跡、 1号
掘立柱建物跡を南A群、35'36号住居跡を南B群、37～ 44・ 47号住居跡の纏まりを南C群として認識したい。

第 5表に建物の主軸方位の分布を示した。 1次調査部分については地籍図との整合性から30号住居跡の位
置を確定し、12号住居跡の再調査からその位置を補正しているため必ずしも正確な数値を得られていないこ

とを注意しなければならないが、その分布を見るとE-7～ 13°一N(I群 )、 E-15～ 19° 一N(II群 )、 E―
21～ 25°一N(III群 )にある程度の分布の集中が見られる。これらを集落の群別に見ると北A群では 3・ 5
～ 8。 30。 31号住居跡が I群、22号住居跡がⅢ群、北B群では 1・ 18～ 20号住居跡が I群、16。 17・ 21・ 32～ 34

号住居跡がH群、 2号住居跡がⅢ群となる。中群では14。 15号住居跡以外は全て I群である。南A群では11

号住居跡、 1号掘立柱建物 (主軸と直行する方位で捉えた)が I群、12・ 45号住居跡がⅢ群、南B群では36

号住居跡がⅢ群、南C群では37・ 38・ 40～ 44号住居跡が I群、47号住居跡がH群、39号住居跡がⅢ群となる。

建物の主軸方向の僅かなズレとその分布傾向をどう評価するのか大きな問題となるが、この集落では後述す

るが遺構の帰属時期による差ではないことが明らかであり①、ここでは居住者の帰属する集団による差、帰

属集団 (血縁集団、同族集団等が考えられようか)ごとの個性として評価していきたい。以上の仮説に立っ

たとき、北A群での I群の卓越、北B群でのH群の卓越、中群での I群の卓越、南C群での I群の卓越は興

味深い内容を持っている。則ちこの仮説を採った場合、帰属集団ごとの集住傾向が指摘されるのである。

さらに、住居跡の時期的変遷②についてみると甲斐型土器ⅥI期から集落が形成されるが、集落の北端に単

独に30号住居跡が見られるだけである。次いでX期の遺物が集落の南端、44号住居跡からXI期の遺物と混入し

ながら見られる。やはり単独の立地で、集落としてのまとまりは形成されていない。大きく転換するのはXI期

からで、中群には全く遺構が分布せず、集落中央に大きく遺構の空白域を持ち北、南の 2群に大別されるも

のの、尾根上全域に遺構が分布するようになる。北A群では 4・ 8号住居跡、北B群では17・ 20・ 32号住居

跡、南A群では45号住居跡、南B群では36号住居跡、南C群では38。 39。 40・ 44号住居跡が見られる。細か

く見ると北群はむしろこの段階は一定のまとまりを見せ、同一の住居群と見ることも可台ヒであり、南群につ

いては当初からA～ C群に分離していたものと想定される。�卿 になると集落域全面に広がり、この集落の

最盛期を迎え、各住居跡群に遺構が出揃うようになる。この段階で北A群、北B群が分離する。南A群はむ

しろ中群 と同一の住居跡群として把握される。XⅢ期にはこの集落は終焉を迎え、住居跡の数が大きく減少

する。中群では24・ 25号住居跡、北A群では28号住居跡、北B群では18。 19号住居跡が見られるだけである。

また、出土遺物はカマ ド、貯蔵穴内からの出土といった特殊な出土状況を除くと、必ずしも積極的にその

居住者の使用を裏付けるものではないものの、ある一定程度の居住者、居住集団の性格を表すものと考えら

れる。例えば緑釉陶器は僅かに小破片が中群の13号住居跡から図化はされていないものの数点出上している

と報告があるのみであるが、その意味を積極的に考える必要がある。同様に灰釉陶器、須恵器は非常に少な

い傾向にあるが、その分布は北A郡では 6号住居跡に須恵器、灰釉陶器があるのみで、北B郡では32号住居

跡に灰釉陶器があるのみである。中郡においては13・ 14・ 25号住居跡に灰釉陶器が、24号住居跡に須恵器が

見られる。南A郡では11・ 12号住居跡に灰釉陶器が、12号住居に須恵器が見られ、南B澪では見られない。

南C郡では41号住居跡に灰釉陶器が見られるのみであるが、須恵器は37・ 41・ 43・ 44号住居跡に見られる。

以上のように中群を除くと灰釉陶器の分布は各群 1・ 2軒程度で、その量的にも極めて貧弱な状況を示す。

須恵器についても同様の傾向にあるが、南C群については43・ 44号住居跡に甕、短頸壷といった貯蔵具を含

み若千異なった傾向にある。以上のように食膳具に限定すると、先の住居跡の主軸方向による群別よりも台
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地上の占地による群別に、より格差が大きく、中群以外では各群 1・ 2軒程度という出土状況は正しく中群

の中核的建物群としての性格を窺わせるものである。

鉄器類の保有については刀子、鉄鏃、鋸、紡錘車の他、器種不明のものも多いがこれらを群別に見ると、

北A群では全 く出上していないものの、各群に普遍的に見られる。ただし、13号住居跡から輪の羽口と共に

鉄鉗が出上していることは鉄器製作に関わる遺物であり、この住居跡で直接鉄器を製作していた痕跡は報告

されていないものの鉄器製作集団・五人を掌握していた可能性もあり注意される。同様のことがこの地域で

は決して報告例の多くない土錘が 1点だけこの住居跡から出上していることから河川での漁も管理していた

可台を14があるとするのは飛躍であろうか。即ち以上では中群の優位性というよりも、13号住居跡の傑出した

内容が注意されるのである。

(1)主に時期変遷を捉える上で遺構の主軸を指標としているものが多いが、この遺跡では明らかに時間的な指標と

なるものではなかったため、別の意義付けで集落の分析を試みた。

¢)遺構の時期変遷は渡邊の分析による。住居跡単位に出土器種の格差があり、基本的に不を指標としているもの

の甕を指標としたものもあり、その示す年代観には若干の誤差を含む。なお、土器の分類・編年については宮

ノ前編年に従った (櫛原功- 1992「 第5章第5節宮ノ前遺跡における奈良～平安時代の上器・陶器」『宮ノ

前遺跡』韮崎市教育委員会)。
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図版 1

写 真 図 版

点在する小山が流れ山地形。寺所遺跡 (中央下)も その典型的なもの。同様の地形を利用 して谷戸城も立地 している。
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